
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

高齢者水晶体擬似メガネ装着時における物体色と光源色の色の見えの変化
Color　appearance 　of　objects 　and 　lights　with 　colored 　gtasses　to　simulate
the 　aged 　crystalline　lens

久住亜津沙　 Azusa　Kusumi

池田　光男　 Mitsuo　Ikeda

篠田　博之　 Hiroyuki　Shinoda

立命館大学理工学研究科

立命館大学理工学部

立命館大学理工学部

Graduate　School　o↑Sci巳noe　and　E［gineering，　Ritsum臼ikan　University

Dεpar【m跚t　of　Photo冂「cs，　Facullyof　SoiεncεヨnゴE［gin巳em＆Ritsumeik日nUniversity

Department　oi　Photo臼ics，FacultVof　Soience　and　E  in巳eri［g，　R辻sumeik日nUniversitV

キ
ー

ワ
ー

ド　高齢者、高齢者水晶体擬似 メ ガ ネ 、 色 の 見 え 、 色 の 見え の モ
ー

ド、照 明認識 視空 間

keywords　： aged ，　aged 　crystalhne 　lens，　color 　apPearance ，　color 　apPearance 　mode ，　RVSI

L は じ め に

　 高齢者 の色覚研究に おい て
， 高齢者の 水晶体の 分光

』
透過率に擬 した メ ガ ネを作 り、そ れ を若 い 人が か けて

若年者 と高齢者 の 色 の 見え の 差 を比 べ た 時 ，
メ ガ ネに

は色が つ い て い る の に も関 わ らず ， それ ほ ど物の 色の

見 えに差は無 い とい うデ
ー

タが報告 され て い る。

　 こ の 現象を照 明認識視空 間で説明する 。 今，昼光色

で 照明 された 部屋 の 中で 若年者が 白色の 物体を見 る

とす る 。
メ ガネ をか けず に 見 る時、若年者の 照 明認 識

視空間は昼光色 に た い して 出来上 が っ て い る ため 、白

色の物体 は白色に 見える 。 次に 、メ ガネをか けて 見 る

と、若年者の 照明認識視空間の 色の 性質が メ ガ ネの 色

の 方向へ 適応 し、そ の 認識軸 もメ ガ ネの 色の 方向へ 回

転 した もの となる の で 、メ ガ ネをか けな い 時 と同 じで 、

白色 の 物体は 白色 に 見える 。

　 で は こ こ で 、物体の 色で は な く光源の色 を見た 時に

は どうな る だろ うか 。 光源の 光は 輝度が物体 に比 べ て

非常 に 高 い の で 照 明認識視空間の 外 に 出て しまい 、そ

の 色 の 見 えは照 明認 識視空間 との 関 わ りで 決 ま っ て

こ ず、そ の 光本来の 色が見 えて くる 。 す る と、例えば

白色光源 を見る と き，
メ ガ ネを か けない で 見 る の と，

メ ガ ネ をか け て見 る の とで は色 の 見えに差が生 じる

こ と に な る 。
つ ま り、メ ガ ネをか け な い で見 る ときに

は 白色に 見えて い た光源 が 、メ ガ ネをか け る と メ ガ ネ

の 色の 分色が つ い て見 える ことに な る 。 もし、こ の 理

論が 正 しければ ，光源色 を見 る と きは若年者 と高齢者

で 色の 見 えに 差が生 じる こ と に な る 。 本研究で はそ の

こ とを確か め るた め に ，物体色，不 自然な色，光源色

に お い て 若年者 と高齢者 と で 色 の 見 え に差 が あ る か

ど うか を検討す る 。

2．実験装置

　図 1に被験者が 見る 部屋 の様子 を示す 。 カ レ ン ダー

や 人形 や花 など様 々 な もの が置 かれ た部屋 を昼光色

で 照 明す る 。 被験者は 、椅子 に座 り、壁の 方の 景色 を
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図 1 被 験者 が見 る部 屋 の 様子。T ，テ ス トタ
ー

ゲ ッ ト

両 眼で 見 る 。 机の 上 に は ラ イ トボ ッ ク ス とい うア ク リ

ル 板で 出来た縦 26cm横 22．5cmの 箱があ り、縦横 3cm

の テ ス トタ ーゲ ッ トT 以 外 は光が 漏れ ない よ うに 黒

い 画用 紙で 覆わ れ て い る 。 ライ トボ ッ ク ス は蛍光灯で

後方か ら照 明 して い るため 、T の 明 る さは、天井灯の

明 る さとは独立 して調節で きる様 に な っ て い る 。 また 、

テ ス トタ
ー

ゲ ッ トの 後ろ に、フ ィ ル ターを入れる こ と

で い ろ い ろ な色の 光 を提示で きる 。 タ
ー

ゲ ッ トとして

は濃い 色 や 薄い 色、また い ろ い ろ な色相 を含 むよ うな

15 色の 色 を用 い た 。 被験者は、テ ス トタ
ー

ゲ ッ トT

の 見 えが 、物体色、そ の 部屋 の 中 の 物体 と して は 不 自

然な色、光源色 の どれ に見えるか とい うモ
ー

ド判定 を

行 う。 続 い て 、 11 色 の 基本色名 、 赤 、 緑 、 青、黄、

橙、紫、桃、茶、白、灰、黒か ら 1 つ を強制 的 に選択

す る カ テ ゴ リ カ ル カ ラ ーネーミ ン グ で 色の 見 え を判

定する 。 その後、色み 、黒み、白みの 量と色相 を、エ

レ メ ン タ リ
ー

カ ラ
ーネー

ミ ン グ法で 答える。

　机上で の部屋の 照度 は 51x と 15001x で 、両条件に

お い て 15 色 の色が それぞれ物体色，不 自然 な色，光

源色に見 え る よ うに タ
ー

ゲ ッ トの 輝度 を設定 した 。 被

ec 　 ronlclrary 　
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験者は 3 人で い ず れ も 20才代 。 また参考と して 69歳

男子 も実験に 参加 した 。 若年者の 測定に お い て は、メ

ガネ をか け な い 場合 とか け た場 合の 両条件で 行 っ た 。

メ ガネあ りと無 しの と きの 全 タ
ー

ゲ ッ トの 物体色 と

光源色 の 色度変化 を図 2a と b に 示す 。 部屋 の 照度 は　　G　　。

1500［x の場合で ある 。 今 回使用 した高齢者水晶体擬

似 メ ガネは ，20 才 の 人が か け る と 70 才の 人の 色の 見

えをシ ュ ミ レ
ー

トで きる とい うもの で ある 。
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図 21t 、物 体 色の と きの 色度 変化 ；b、光源色の ときの 色度 変化。

○，メ ガ ネな し，▲ ，メ ガ ネあ り

3．実験結果

　被験者 AK の 51x に お ける結果 を図 3 に 示す 。 半径

は色み の 量で 円周の と こ ろ で 100 ％、角度は色 相を表

して い る 。 左 側 の グラ フ は 、テ ス トターゲ ッ トを物体

色 と判定 した ときの 結果 で 、右側 は光源色 と判 定 した

ときの 結果で あ る 。 上段 は 、彩度の 高 い 赤，黄，緑，青

の デ
ー

タ，中段 は 彩度の 低 い 赤，黄 、緑，青 の デ
ー

タ，下

段 はそ の 他 の色 の デ
ータ で ある 。○は メ ガ ネなしで 判

定 を行 っ た と きの 結果で 、▲ は メ ガ ネを か けて 判定 し

た結果で あ る 。

　 い くつ か の テ ス トタ ーゲ ッ トを取 り上 げ て 説明す

る と、まず図 2a の   は うす い 青色 の物体色 で 、図 2b

の   は 同 じ青色の 光源色で ある 。 同様 に   は 白色の 物

体色で ，  は 白色 の 光源色 で ある 。   、  、  、  そ

れ ぞれ の 結果は 、図 3 に 同 じ番号で 示 され て い る 。 こ

の 結果 を見 る と，テ ス トタ
ー

ゲ ッ トを  と  の よ うに

物体色知覚 して い る ときに は、メ ガ ネをか け た ときと

か けない ときで 、色の 見えに ほ とん ど差は無 く、   と

  の よ うに 光源色知覚 して い る と き に は、色の 見 えが ，

メ ガ ネ に つ い て い る 色 の 見 え の 方向に 移 動 して い る

とい うこ とが分か る 。 また、濃 い 色の 光源色 で 、
メ ガ

ネをか けたと きとかけな い 時 とで 、物理的に それほ ど

変化の 無い もの は 、色の 見え に も変化 は無 か っ た 。
つ

ま り、物 体色 に関 して は ，メ ガ ネを か けた と きとか け
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図 3　実験結果 。 左 列、物 体色 ；右 列、光 源色

な い ときと で 、物理的な色度が 変化 した と して も色の

見 え に 差は無い が 、光 源色 に お い て は，物理的な変化

が色の 見 えに影響す る 。 そ の た め 、若年者 と高齢者 と

で は、物体色 に関 して は色の 見 え に差は無 い が 、光 源

色 に 関 して は色 の 見 えに 差が ある と い え る 。 しか し、

今 回の 実験 で得 られ た 全て の デ
ータ か ら同様 の こ と

が 言え るわけ で は な い 。 物体色 に知覚 して い る の に も

関わ らず ，色 相 に変化が見 られ る もの もあ っ た 。
こ れ

は、紙 など の 物体で は な く、不 自然な色の 見 え と混同

しが ちなフ ィ ル タ ーを使 っ て 実験 を行 っ たため に、結

果 に影響 した の で は な い か と考 えられ る 。 また 、 光源

色 知覚 して い るときに、物理的 に大 きな色度の 差が見

られ る もの の 中で も色 の 見 えが ほ と ん ど変化 しな い

もの もあっ た 。 この よ うな結果が 得られた理由を明ら

かに する こ とは今後の 課題であ る。
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